
ー
ジ
ア
ム
を
併
設
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
工
場
を
目
指
し

て
い
く
。

社
内
の
意
識
改
革
を
進
め
て
成
長
持
続
へ

佐
賀
工
場
は
「
地
域
と
共
生
」
掲
げ
今
春
竣
工

、
'
・
・
凱
一
O
L
ー
タ
遍
裡
捗
一
、
ゑ
、
。
.
・
、
氏
.
気

一
ジ
勝
員
1
は
趨
翻
謡
鷲
峨
辻
1
 
、
誕
建
翻
一

1
日
本
製
コ
ス
メ
の
人

気
を
背
景
値
O
E
M
需
要
も

拡
大
し
て
い
ま
す
。

増
井
日
本
の
プ
ラ
ン
ド

メ
ー
カ
ー
は
中
国
を
軸
に
ア

り
を
推
進
し
て
い
く
。

ー
ワ
年
6
月
に
社
長
に

就
任
さ
れ
て
1
年
半
、
意
識

し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

増
井
企
業
理
念
の
浸
透

な
ど
社
員
の
意
識
改
革
を
強

く
意
識
し
て
進
め
て
い
る
。

好
業
績
羅
い
て
入
社
内

に
気
の
緩
み
が
生
ま
れ
る
時

期
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

当
社
嬪
L
の
約
聖
で
売

上
高
が
2
倍
以
上
伸
長
し
、

そ
れ
に
と
も
な
い
即
S
即
代

を
中
心
に
社
員
を
増
や
し
て

き
た
。
当
社
の
厳
し
い
時
代

を
知
る
社
員
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
組
織
が
大
き
く
な

つ
た
こ
と
で
、
部
署
単
位
で

長

.
、
」
、
士

、
ゞ

コ
ナ
●
士

ジ
ア
市
場
へ
販
路
を
広
げ
る
ー
シ
ン
グ
の
活
用
が
今
後
さ

宍
業
務
効
率
化
が
課
題
と
ら
に
拡
が
る
中
で
、
当
社
自

な
り
、
製
造
、
さ
ら
に
は
開
身
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
意

発
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化
識
を
強
く
持
巨
市
場
の
変

が
進
ん
で
い
る
。
ア
ウ
ト
ソ
化
に
対
応
で
き
る
組
織
つ
く

O
E
M

増
井
佐
賀
工
場
が
稼
働

す
る
こ
と
で
生
産
能
力
が
増

大
す
る
の
は
間
違
い
な
い

単
な
る
モ
ノ
づ
く
り
工

が
、

場
に
収
ま
る
つ
も
り
は
な
い
。

地
域
社
会
と
の
共
生
を
掲

げ
て
ご
届
用
や
見
学
の
受
け

入
れ
の
ほ
か
、
体
験
型
ミ
ユ

も
社
員
の
意
識
の
ズ
レ
を
感
一

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

引
き
続
ミ
社
内
体
制
の

整
備
禿
実
化
に
取
り
組
み
、

社
員
が
一
回
り
大
き
く
成
長

で
き
る
器
靈
え
て
い
く
。

1
対
外
的
な
話
題
で

は
、
円
年
4
月
に
い
よ
い
よ

佐
賀
工
場
が
稼
働
し
ま
す
。


